
 

 

（  続紙  １  ）                             

京都大学  博士（地域研究）  氏名   山根 聡  

論文題目  
「イスラーム受容体」としてのパキスタン  

―言語・文学・政治・社会の史的変容とその動態的研究― 

（論文内容の要旨）  

 

 本論文は、南アジア地域研究の中でも重要な位置を占めるパキスタンをめぐっ

て、その地域的特性を明らかにするために「イスラーム受容体」という分析概念を

設定した上で、特に言語、文学、政治、社会の動態的な史的変容に着目して考察を

おこなっている。  

第1章では、まず、パキスタンを南アジアとイスラームが交差する特性の面から解

明するために設定した「イスラーム受容体」について詳しく論じている。この概念

は生体的な「受容体」の概念を援用したもので、受容体は外的要因を一方的に受容

する存在ではあく「拒絶反応」も起こしうるもので、選択的な受容がなされると定

義されている。  

第2章では、ヒンドスターニー語が宗教文化を軸としてウルドゥー語とヒンディー

語とに分岐した過程を、 19世紀におけるウルドゥー語の「イスラーム化」として

種々の実例から分析している。  

第3章では、当時のデリーを「騒擾の町」として描く文学ジャンルを素材として、

デリーが「インド・イスラーム都市」として表象される様態を、哀悼詩などの豊富

な邦訳を交えて析出している。  

第4章では、詩人ミルザー・ガーリブの書簡を用いて19世紀半ばのデリーにおける

イスラームの文学的表現を析出している。それは同時に「南アジア・イスラーム史

資料」としてウルドゥー文学を用いることができることを証明するものとなってお

り、原典史料の紹介としても貴重なものである。  

第5章では、近現代北インドにおける言語状況を俯瞰した上で、知識人の形成、近

代教育・イスラーム教育の大衆化、メディアの発達などとあいまって、ウルドゥー

語とイスラームの親和性が増してきたことを考察している。  

第6章では、社会や日常生活におけるイスラームの実態として、食文化の問題を通

して英領期インドのムスリムがイスラーム性を強めていった過程を明らかにしてい

る。  

第7章では、インドとパキスタンが分離独立へ向かう過程と独立後のパキスタンで

大きな役割を果たした思想家として、イクバールとマウドゥーディーを取り上げ

て、ムスリムの政治運動の展開を検証している。  

第8章では、イクバールがヨーロッパ留学を経てムスリムとして覚醒していく過程

を考察している。イクバールが近代ヨーロッパと邂逅して、ムスリムとしての自覚



 

 

を深めた過程が、後にパキスタンの国民的詩人となったイクバールの作品の紹介と

共に、実証的に論じられている。  

第 9章では、近代化を経た新興のムスリム知識人たちの間で、独立過程において

「イスラームの地」をめぐる大きな議論が生じたことを分析している。また、この

概念が独立後のパキスタンに与えた思想的な意義についても論究している。  

第10章では、イスラーム世界全体の課題として登場した「パレスチナ問題」を南

アジアのムスリムがどのように認識したかを現代ウルドゥー語詩から明らかにして

いる。また彼らが大きな国際問題と主体的に向き合い、ムスリム同士の連帯感を持

つことを通してアイデンティティ形成がおこなった過程を分析すると共に、そのよ

うな過程が起きることが「イスラーム受容体」の特徴の1つであると論じている。  

第11章では、現代パキスタンにとって大きな社会的・政治的な意味を持つ諸問題

として臓器移植という先端医療を事例に、近代科学・生命倫理・宗教の関係を考究

している。この問題に関わるイスラーム法学的な諸論点も合わせて明らかにされて

いる。  

第12章では、女性自立の問題を、女性運動の指導者と彼女が設立したＮＧＯの事

例から論究している。  

第13章では、民主政治と軍部、宗教界、メディアの相関関係を俯瞰し、なぜ民主

化と軍政の交代が繰り返されてきたのかについても考察をおこない、一見するとジ

グザグの道をたどりつつも、次第に民衆の政治参加が進んでいることを明らかにし

ている。  

第14章では、2001年の9・11事件以降に世界化した「対テロ戦争」がパキスタンを

「前線」として展開されたことを、細かな歴史的事実の掘り起こしと共に考察して

いる。  

第15章では、「対テロ戦争」と隣国アフガニスタンに接する連邦直轄部族地域の

社会変容がどのように結びついたかを、貴重なデータを基に論究している。  

最後に結論では、歴史的な南アジアの「イスラーム化」を背景としながら、「イ

スラーム受容体」としてのパキスタンが19～20世紀に変容を続けてきた動態につい

て、全体的な議論をおこない、「イスラーム受容体」の概念にはパキスタンを分析

する上での有効性と地域間比較のための有用性が認められると総括している。  

 

 

  


